
【滋賀県の安全管理】 

 全国がん登録にࡅ࠾る個人情報保護のための安

全管理ᥐ置ࣝ࢔ࣗࢽ࣐をඖに「滋賀県全国がん登

録室ᴗ務手㡰」を作成している。 

 年 1回、「滋賀県全国がん登録室ᴗ務手㡰」にᚑ

い、登録室⫋ဨ研修を開催している。個人情報に

関するつ⛬ࡸ、がん登録推進法に定められている

⛎ᐦ保ᣢ⩏務等の安全管理ᥐ置ᩍ⫱を行っている。

ཌ⏕ປാ┬の「医療・௓護関係事ᴗ者にࡅ࠾る個

人情報の㐺ษなྲྀᢅいのためのࣥ࢖ࣛࢻ࢖࢞」を

㑂Ᏺしている。 

 

 

 

㓄㏦≀をཷྲྀࡅったまたは、㏦付するとき作ᴗ

担当者は、㏦㓄≀の☜ㄆを行い、「㒑౽≀等ཷΏ⡙」

に年月᪥、፹体の✀㢮、件数、内ᐜ≀ᴫせ、Ⓨ行

ඖ・ඛ（ᡤᒓ・Ặྡ）、ཷ㡿・㏦付者をグ㍕する。 

 

⧄㏦に関してはᖖに個人情報の₃ὤに⛣ࢱーࢹ 

がるため、㓄㏦は㏣㊧ࢧーࢫࣅ付の㓄㏦にし、㟁

子フࣝ࢖࢓にはᙉᅛなᬯྕ໬᪉法を᥇用している。 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

 全国がん登録情報提供初年度であったが、኱き

なၥ㢟もなく㡰調に情報提供を行ࡇ࠺とができた。 

 全国がん登録情報利用は、がん診療連携拠点病

院等院内がん登録予後情報付集計ࢹーࢱを提出し

ている病院のࡔࡳった。また研究利用目的の利用

は 1件ࡔったが௒後ቑ࠼るࡇとも予᝿される。 

 窓口組織担当者とᖖに情報ඹ᭷し௒後も࣒ࢫー

 。な情報提供を目ᣦすࢬ
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日本、および日本で最もがん死亡率が高い青森県についてのがん疫学研究 

 

弘前大学医学部附属病院 医療情報部 

松坂方士 

 

日本がん登録協議会の学術奨励賞を受賞するにあたり、これまで行ってきたがん登録データを利用し

た日本および青森県についてのがん疫学研究を報告する。 

 

1. Matsuzaka M, et al. Decreasing Burden of Gastric Cancer in Japan. Tohoku J Exp Med 2007;212 

(3): 207-19. 

 

大阪府を日本の代表とした場合の胃がん罹患率の推移、日本の胃がん死亡率の推移、世界各国の胃が

ん罹患率や日本からの移民の胃がん罹患率の推移などにより、今後、がん対策において胃がんの占める

割合は小さくなるものと考察した。この論文の出版後、ヘリコバクター・ピロリの除菌療法が保険収載

されたことなどから、当時考えていたよりも速いスピードで罹患率が減少する可能性が考えられる。 

 

2. 松坂方士, 他. 喫煙関連がん、HPV 関連がんおよび主要部位がんにおける 1 年以内に診断されたがん

における部位の組み合わせについての検討. JACR Monograph 2014;20:59-68. 

 

青森県で平成 21-22 年に診断されたがん症例のうち、3.4%が 1 年以内に２部位以上のがんが診断され

ていた。その中でも喫煙関連がんの組み合わせが多く、術前検査などの際には多重がんの存在を十分に
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考៖するᚲ要があると考えられた。 
 

3. Matsuzaka M, et al. High Mortality Rate of Stomach Cancer Caused Not by High Incidence but 
Delays in Diagnosis in Aomori Prefecture, Japan. Asian Pac J Cancer Prev. 2016;17(10):4723-4727. 

 

青森県は最もがん年㱋ㄪᩚ死亡率が高い県である。 
この研究では胃がんに╔┠して、なࡐ青森県のがん死亡率が高いのかを検討した。その⤖ᯝ、青森県

のがん罹患率は඲国とẚ㍑して高くなく、診断時病ᮇが㐜い症例の割合が高いことが᫂らかになった。

また、他のㄪ査から青森県のがん検診受診率は඲国よりも高いことが分かっている。そのため、青森県

のがん死亡率をపୗさせるためには、がん検診の⢭ᗘ⟶⌮をྥ上させることでがん検診の受診がこれま

で以上にがんⓎぢに⤖び௜くようにྲྀり組ࡴᚲ要があると考えられた。 
 
4. ᩪ⸨ᣅ , 松坂方士 , 他 . 青森県における大⭠がんに対する医療㈨※の㓄分の検討 . 弘前医学 

2019;70(1):39-46. 
医学部⏕が学⏕ᐇ⩦でがん登録データをゎᯒし

た⤖ᯝを論文としてᇳ➹し、本学の学術㞧ㄅにᥖ

載されたものである。 
青森県がん登録データから各஧ḟ医療ᅪの大⭠

がん᭷病⪅ᩘを推ィして医療㟂要のᣦᶆとした。

ᾘ໬ჾእ⛉ᑓ㛛医ᩘ、୍⯡病ᗋᩘ、病院ᩘを医療

౪⤥のᣦᶆとして、各஧ḟ医療ᅪでの㟂要と౪⤥

の೫りをࢽࢪಀᩘとࣁーࢲࣥ࢕ࣇーࣝ・ࣁーࣗࢩ

ಀᩘで検討した。その⤖ᯝ、ᾘ໬ჾእ⛉ᑓ㛛࣐ࣥ

医の೫りが最も大きく、医ᖌの㐺ṇ㓄⨨のᚲ要性

が᫂らかになった。たࡔし、⌧≧では㐲㝸医療の

ᑟධや病-病連ᦠのᙉ໬などによって୍部の医療ᶵ

関࡬のがん患⪅㞟中を⦆࿴することが⌧ᐇⓗであ

ると考えられた。 
 

 

今ᅇの受賞は、青森県におけるがん登録の⢭ᗘを⥔ᣢし、がん疫学研究をさらにⓎᒎさせるよう

にというࡈ㠴᧡であると受けṆめています。今後とも、日本がん登録協議会を㏻して、がん登録デ

ータを利用したがん対策やがん疫学研究について情報Ⓨಙしていきたいと考えています。 
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